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2024年木材利用促進月間における取組実績について 
主務省（農林水産省、総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省、環境省） 、地方公共団体や

企業・団体と連携し、木の良さを体感するイベントや、木材利用の意義に関する情報発信等を行い、
木材利用促進に向けた国民運動を展開。

・木材利用促進月間を周知するプレスリリース発出・大臣会見でのPR
・林野庁ホームページでの国・地方自治体に係るイベントをリスト化して公表
・ポスターの掲示

木づかいシンポジウム2024の開催
各種イベントの開催

国産木材の利用拡大を目的とした普及啓発の一環として、関係事業者を
はじめ広く一般を対象としたイベント・展示、セミナーを実施。

主務省連携（農林水産省、総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省、環境省）

令和６年10月22日、農林水産省７階講堂において、「森林資源の循環
利用とカーボンニュートラル実現に資する地域材の利用について」を
テーマに、木づかいシンポジウム2024を開催。
建築物への木材利用の評価やウッドカーボンラベルの運用開始に係る

説明、木材利用に日々取り組む企業や森林組合から、取組事例や今後の
展望についての紹介等を行い会場参加者へ普及。

主催：林野庁
後援：総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省、環境省

国産木材特集サイトにおいて、木材利用の意義に関する情報と国産木材を
使った製品のショッピングページで、木製品の良さ等について発信。
運営：楽天グループ（株）

国産材特設サイトでの情報発信

坂本大臣（当時）による木材利用促進月間の周知（9月24日定例会見）

１

農林水産省「消費者の部屋」展示
木育イベント「もっとなかよく ずっと 
なかよく 知ろう、木のこと 森のこと」木育・森育楽会 in 小田原



ウッド・チェンジ協議会の取組
ウッド・チェンジ協議会会員による取組

ウッド・チェンジ協議会（会長：東京海上日動火災保険株式会社 
隅相談役）の会員は、10月を中心に木材利用や木造化に関する
イベントを全国各地で主催。

ウッド・チェンジ協議会
の開催

ウッド・チェンジ推進に
向けて、木材利用促進月間
における国等の取組予定及
び会員団体・企業における
ウッド・チェンジへの取組
について紹介。
また、協議会の小グループ
での検討状況について事務
局から説明し、意見交換を
実施。

２

隅 修三 ウッド・チェンジ協議会会長



2024年1月1日に発生した能登地震
の被災地に建設した、木造による
仮設住宅。DLTとよばれる、木材同
士に木ダボを貫通させたパネルを、
箱型にして千鳥に積むことで、短
期間での建設を実現した。仮設住
宅の期間が終了したあとでも解体
せずに、恒久的に公的住宅として
利用できる計画とした。

隣接する豊かな森と一体となり、
子供たちの自由な発想を育みながら
地域の方と豊かな自然での「共育」
の実現を目指す認定こども園。
木造立体トラスの園舎でも、四季の
移ろいを享受し、木と触れ合うこと
が当たり前の日常が、子供たちの豊
かな感性を育む。

農林水産大臣賞
浦河フレンド森のようちえん

学校法人フレンド恵学園(北海道)、株式会社照井康穂建築設計事務所 
株式会社ジェーエスディー 、 岩田地崎建設株式会社 、物林株式会社 

表彰の実施ー１
ウッドデザイン賞（10月入賞、11月上位賞の発表、12月４日表彰式）

経済産業大臣賞
自然へのホスピタリティーと森の中の工場

ナニックジャパン株式会社、株式会社万建設興業 、
那須塩原市森林組合 

主催 ：（一社）日本ウッドデザイン協会

自然へのホスピタリティを基本
コンセプトに、自然・生物と共存
する健康な森林を再生し、自然環
境と一体となる 「森の中の工場」
を新設。従業員が働きやすく、
そして地域の住民、来訪者にも
喜んでもらえる環境を構築した。

国土交通大臣賞
DLT恒久仮設木造住宅

坂茂建築設計、株式会社 家元 、
一般社団法人 石川県建団連 、株式会社 長谷川萬治商店 、 

NPO法人ボランタリー・アーキテクツ・ネットワーク 

環境大臣賞
南阿蘇鉄道高森駅・交流施設

株式会社ヌーブ、株式会社MID研究所、株式会社竹内工務店 
株式会社ウッディファーム 、 ランバー宮崎協同組合、 高森町 

熊本地震によって被害を受けた
南阿蘇鉄道高森駅の「創造的復興」
プロジェクト。 カルデラを走る
鉄道の夕景を望む「とにかく広い
プラットフォーム」を駅舎、回廊、
交流施設が囲んでいる。プラット
フォームの上屋、庇、回廊、塔を
オリジナルの3次元相持ち構造
「修羅組み」で構成し、160mの
美しい木の空間を実現した。

３



表彰の実施ー２
木材利用推進コンクール 10月25日表彰式

【優良施設部門】
主催：木材利用推進中央協議会（（一社）全国木材組合連合会）

農林水産大臣賞
立野交流施設（立野駅）
（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）

トイレや駅本屋の木造化、内外装・家具などの木質化を徹底し、
木材使用量のほぼ８割に熊本県産材を始めとする地域産材を活用。
外壁と軒裏にも木材を活用したあたたかみのある空間の創出は、

地域の駅舎などでの普及が期待。

施主：南阿蘇村
設計：株式会社ジメント
施工：吉永・橋本特定建設工事共同企業体

施主：野村不動産株式会社
設計・施工：清水建設株式会社

内閣総理大臣賞
野村不動産溜池山王ビル
（東京都港区）

国土交通大臣賞
株式会社AQ Group本社屋
（埼玉県さいたま市）

施主：株式会社AQ Group
設計：有限会社 野沢正光建築工房
施工：田中工務店・伊佐建設特定共同企業体

地域のゼネコンでも施工可能な多層耐火純木造の普及型モデルを目指し、
地上8階建ての耐火建築物を、特殊な金物を使わない耐震構造の木造で実現。

環境大臣賞
石川県森林公園屋内木育施設 もりのひみつきち
（石川県川北郡津幡町）

施主：石川県
設計：株式会社 金沢計画研究所
施工：豊蔵・サンエキ特定建設工事共同企業体

全体木材利用量の93％は石川県産材・敷地産材が占めているほか、
構造用集成材のラミナ、内外部仕上材の製材・乾燥、集成材の製造・加工も
地元で行う地産地消により、輸送時の炭素排出低減を実現。

４

計画初期からBIM（コンピュータ上に作成した3次元の立体モデル）を活用した
木材使用量の見える化などにより、ほぼ全ての木材を国産材により調達。

施主：松田町
設計：前田建設工業・計画･環境建築・類設計

室・関野 建設設計･建設工事共同企業体
施工：前田建設工業・関野建設建設工事共同企

業体

文部科学大臣賞
松田町立松田小学校
（神奈川県足柄上郡松田町）

町内の学校林から伐採されたヒノキを内装へ活用するなど、適所に木材を使用。
木造３階建て学校の標準型として全国への普及が期待。

青井の杜国宝記念館
（熊本県人吉市）
施主：青井阿蘇神社
設計：株式会社 隈研吾建築都市

設計事務所
施工：岩井・速永・宮原 建設工事

共同企業体

計画段階から設計、木材調達、
製材、施工にいたるまで、維持管理
担当、製材業者、地元の施工者、
設計者と発注者までが協働できる
体制を構築し、約98%の地域産材の
使用を実現。

ウッドライズ仙台
（宮城県仙台市）
施主：合同会社ウッドライズ

キャピタル
設計・施工：株式会社竹中工務店

「東北地方にお
ける地産地消」
をキーワードに、
岩手県の森林経
営業者と伐採の
８か月前から協
議を行い、新た
に安定的な原木
供給体制を構築
して、岩手県産
カラマツの耐火
集成材の製造を
実現。

豊田森林組合との連携により安定
的な原木供給体制を構築し、建材
として疑問のある間伐材にも機能
を持たせ、積極的に用いることで
将来の森づくりへの貢献。

施主：トヨタ自動車株式会社
設計・施工：株式会社竹中工務店

Toyota Technical Center 
Shimoyama車両開発棟・来客棟
（愛知県豊田市）

林野庁長官賞



地方公共団体による取組
第49回福島県林業祭

（福島県）

もくもくふれあい祭り
モク活シンポジウム

（熊本県）

５

10月19、20日「やまがたウッド・フェス
ティバル2024（第32回山形県林業まつり）」
において、木製品の展示・販売や木工体験、
きのこなどの販売を実施し、約5,000人が参加。
同期間で「庄内森とみどりのフェスティバル
2024 」を鶴岡市で開催し、約2.3万人が参加。

10月26日に開催された第49回福島県林業祭
において、かんなくずプールや県内製材所の端
材を用いたつみきコーナーや木製品の展示・販
売や木工体験、チェーンソーアートショー、ツ
リークライミング、ふくしま伐木チャンピオン
シップなどを実施。約2,500人が参加。

奈良の木づかいフェスタ
（奈良県）

10月5、6日「奈良の木づかいフェスタ」に
おいて、木材利用を通じたＳＤＧｓの達成を
テーマに木材利用の意義について楽しく学べる
割り箸作り体験、丸太切り体験などを実施。
イベントには延べ1,348人が参加。

ウッドワンダーランド2024
（愛知県）

10月５日、６日の２日間にかけて子ども
から大人まで楽しめる木材の展示・体験イ
ベント｢ウッドワンダーランド2024｣を開催。
木工ワークショップや木製遊具のほか、

木の楽器によるコンサートをはじめとした
ステージイベントも開催し、2,873人が参加。

10月6日、木工教室やウッドフラワーづくり
等の体験型のフェア「もくもくふれあい祭り」
を球磨村で開催。約1,800人の来場者有。また、
10月19日には熊本市において、県の建築部局と
の連携により、熊本県での木材活用の可能性に
ついて議論する「モク活シンポジウム」を開催。

やまがたウッド・フェスティバル2024
（第32回山形県林業まつり）

庄内森とみどりのフェスティバル2024
（山形県）

令和６年度 フクモクフェス
（福井県）

「みんなでつかおう『ふくいの木』促進条
例」に基づき、「フクモクフェス」が令和6年9
月7日と8日にサンドーム福井で開催。ふくいの
木を使った巨大なジャングルジムやすべり台、
1000種類以上の木のおもちゃで遊べる木育広場、
モノづくりワークショップなどを展開。2日間の
来場者は1.3万人。

森とみどりのフェスティバル林業まつり

もくもくふれあい祭り モク活シンポジウム



農林水産省による取組
ＢＵＺＺ ＭＡＦＦでの発信

情報誌「林野」での特集

花粉症対策イベントとして開催された「WOOD DESIGN EXPERIENCE」を特集。
展示された作品の中から３作品を紹介。

サザエさん一家の”もりのわ”話
 吹き出しコンテスト表彰式の開催

農林水産省公式YouTube【BUZZ MAFF】にて、 職員が担当者、
林野庁長官を訪問し、木材利用の意義や木の良さなどを伝える
動画を公開。

みどりの感謝祭の共催行事として、緑化や木材利用をお題に
漫画「サザエさん」の4コマ漫画の吹き出しコンテストを開催。
９月２８日に表彰式を開催。

６

BUZZMAFFばずまふ（農林水産省）「職場で、ウッドにチェンジしてみた！」
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